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トリナ・ソーラーの発電所 コロンビア大統領のテープカットで商業運転開始を発表

【ロスリャノ市（コロンビア 年 月 日】太陽電池モジュールとスマートエネルギーのトータルソリュー

ションを提供する世界有数の企業 （以下「トリナ・ソーラー」または「同社」）が開発、管理を担うロ

スリャノ太陽光発電所が、系統連係を済ませ商業運転を開始したことが正式に発表されました。

月 日の完工式で、コロンビアのイバン・ドゥケ・マルケス大統領がテープカットを行い、プロジェクトの円

滑なグリッド接続に重要な貢献をしたトリナ・ソーラーに感謝の気持ちを伝えた上、「これにより何千ものコロン

ビア家庭は、安全で信頼性が高い、永続的なエネルギー利用ができるようになります。コロンビアは再生可能

エネルギーにおいて大きく進歩しており、来年には太陽光と風力発電からの設備容量が 倍以上に増加す

る」と述べました。

ロスリャノのプロジェクトの第一、第二、第三フェーズはトリナ・ソーラーのインターナショナルシステムビジネス

ユニット（ ）によって開発され、総設備容量は です。トリナ・ソーラーの完全子会社、トリナ・ソー

ラー・コロンビアが 管理業務を提供し、 のプロジェクトの第一フェーズが昨年の 月にグリッド

に接続されました。第二フェーズではさらに のグリッドを接続し、毎年 の電力（ 世

帯分の消費電力分）を発電、年間で約 トンの二酸化炭素排出量の削減に役立ちます。

トリナ・ソーラーインターナショナルシステムビジネス社長のユー・ホンミンは、「デゥケ大統領がテープカットを

してくださったことは当社に取って大きな名誉です。トリナ・ソーラーがコロンビアの再生化エネルギー事業へ

の貢献を表彰されたことは、私たちの大きな励みとなります。トリナ・ソーラーインターナショナルシステムビジ

ネスは長年にわたって中南米での活動の育成に取り組み、素晴らしいパイプラインを構築し、力強く経験豊富

なプロジェクトの実践チームを作り上げてきました。弊社のチームがコロナウィルスによる困難な状況の中で

もロスリャノプロジェクトの第二フェーズのグリッド接続をわずか ヶ月で実現できたのは驚くべき成果です。

トリナ・ソーラーインターナショナルシステムビジネスのラテンアメリカ北部地域の責任者、ルーベン・ボルハ

は、「完工式へのデゥケ大統領のご参列は、弊社のコロンビアの太陽光市場に対する自信を高めました。現

在弊社のチームは、約 の設備容量を持つロスリャノプロジェクトの第四と第五フェーズを完了するに

当たって全力を尽くしています。」と述べました。

プロジェクト完成後には、 万枚以上の高信頼性、高出力の両面ガラスモジュールとバンガードトラッカーソ

リューションが設置されることになります。トリナ・ソーラーの両面ガラスモジュールとトラッカーシステムを完全

に適合させることで、 の削減を可能にし、高信頼性、高出力、高収益な発電所をお客様に提供すること

ができます。世界をリードする太陽光およびスマートエネルギーのトータルソリューションプロバイダーとして、

トリナ・ソーラーは製品、発電所の開発、設計、調達、 管理サービスを含む統合された太陽エネルギーソ

リューションのパッケージを世界中の顧客に提供しています。



▽トリナ・ソーラー（ 証券コード： ）について

トリナ・ソーラーは、 年に創立された太陽光発電およびスマートエネルギーのトータルソリューションの世界有数のプロバイ

ダーです。同社は、太陽光発電関連製品の研究開発、製造および販売、太陽光発電所の開発、 、 、スマートマイクロ

グリッド、マルチエネルギーシステムの開発および販売、ならびにエネルギークラウドプラットフォームの運営管理をおこなってい

ます。 年にトリナ・ソーラーはエネルギーの ブランドを立ち上げ、中国国内外のトップ企業や研究機関と共同で、

を設立し、 を設立しました。パー

トナーのみなさまと共にエネルギー のエコシステムを構築し新エネルギーの の革新的な基盤作りをするために全力で

取り組んでいます。 年 月 日、トリナ・ソーラーは上海証券取引所科創板（ ）で 株を新

規発行し、「スター・マーケット」という名称でも知られる上海証券取引所科創板に上場した最初の太陽光発電関連製品・システ

ム、および、スマートエネルギーの企業となりました。

詳細については、 をご覧ください。

【本件に関するお問合せ】

トリナ・ソーラー・ジャパン株式会社プレス担当：春日（マーケティング）
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